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 皆さん、こんにちは。国語国文学科の이건희です。国語国文学科の学生がなぜ、日本語のスピーチ大会に出て

いるのか、そしてなぜ、専攻でもない日本語を頑張って学んでいるのか、気になりませんか？今日はその理由に

ついてお話しします。 

 「국경의 긴 터널을 빠져나오자, 눈의 고장이었다. 밤의 밑바닥이 하얘졌다. 신호소에 기차가 멈췄다」  

皆さん、この文章、ご存じですよね？はい、とても有名な、日本の小説、川端康成の『雪国』の導入部分です。

とても美しいと思いませんか？ 

国語国文学科の学生として、韓国の小説ばかり読んでいた私に、初めての日本小説『雪国』はとても魅力的に

感じられました。この『雪国』との出会いを皮切りに、どんどん日本小説にハマっていきました。三島由紀夫の

『仮面の告白』、夏目漱石の『三四郎』など、いろいろな作品を読んでいく中で、まだ韓国語に訳されていない、

面白そうな作品が山ほどあるということを知りました。それらをどうしても原書、つまり日本語で読んでみたい

と思い、漠然と日本語を学ぼうと思ったのが、国語国文学科であるのに日本語を学ぼうと思った「きっかけ」と

言えば「きっかけ」です。その後、楽しみながら趣味の一つとして日本語を勉強していくうちに、日本語の語彙、

表現、ニュアンスなどがとても美しいと感じ、日本語の勉強に没頭するようになりました。しかし、これではま

だ、最初の「なぜ国語国文学科の学生が日本語スピーチ大会に出るくらい日本語を一生懸命に学んでいるのか」

という質問への答えにはならないと、みなさん思われるでしょう。 

ここからはみなさんの疑問に答えるために、私の「人生観」についてお話しします。「人生観」と言っても、

このような考えを持つようになったのは、ここ最近のことです。今年の１月、バイト先で掃除をしている途中、

洗剤が撒かれた床で滑って転んでしまいました。しかし、なぜか転んですぐには痛みを感じませんでしたが、翌

日、ものすごい痛みに襲われました。その時、幼い頃の記憶がふっと、頭に浮かび、こんなことを考えました。 

 「人体とは、実に不思議なメカニズムを持っているものだ。子供の頃には、体を動かしすぎたり、けがをする

とすぐに痛みが感じられたのに、大人になり、歳を重ねるほど、痛みはすぐには現れずに、反応がにぶくなって

いく。体の成長とともに、自分自身を騙す機能も向上するということなのか？もしかして、体と精神を騙すこの

機能は、おそらく、誰もが避けることのできない人生最後で最大の「ショック」に備えるためのものなのではな

いか？こうして見ると、人生の残り1/3は死ぬ準備のために生きているものなのかもしれない。たぶん､死を迎え

るための高貴なる欺瞞を｢成熟｣とも言うのだろう｡熟しておいしい果実もいつか朽ち果てる。人間も同じだ。｣ 

 このようなことを考えた私は成人の象徴とも言える「成熟」を断ち、無邪気な子供のように、自分のやりたい

と思うことに忠実に生きることにしました。そして、将来必ずやってくる人生の残りの1/3の時期に何をしなが

ら生きていくかについても考えました。おそらく、その時は、体の働きも落ち、自分の力でできることも少なく

なっているでしょう。また、逆に、今、長い２/３の期間で、何をし、何を備えていくべきかについても考えま

した。今できること、そして私という機械の性能が落ちた時のためにできるせめてものこと、それは脳の機能を

最大限に高めることだと確信しました。今からでも一生続けて行けること、更には、楽しみながら備えられるこ

とは日本語（の勉強）だから（なので）、それを完璧に磨き上げられたらいいかなと思いました。 

 日本語の勉強をする理由に、就職するためなどの経済的・現実的な理由がないと言えば噓になります。しかし

根底には、まだ足を踏み入れたことのない日本語の世界への純粋な好奇心で満ち溢れています。皆さんの中には

「ただ日本語で小説が読みたいという理由だけで、複数専攻までしながら、苦労して日本語を勉強するなんて」

と感じた人もいるかもしれません。しかし、やりたいことが、はっきりしたら、もう後ろは振り返らず前に進む

だけです。2019年大学入学、〇〇年入隊、〇〇年除隊、その後、1年間休学、現在大学3年で25歳。世間的には大

学生というには微妙な年齢です。にもかかわらず、今年に入ってから、無我夢中で日本語の勉強をしています。

このようなことができる原動力はなにか？「やりたい」という気持ちがあるからです。私が30、40歳だったとし

ても、同じようにすると思います。皆さん、私たちは今、自分のやりたいことなら、何でも挑戦できる青春のど

真ん中を生きています。しかし、実際にはトンネルの中にいるように周りは真っ暗だと感じている人が大半でし

ょう。トンネルには必ず出口があります。このことをいつも胸に、トンネルの向こうの美しい景色に向かって前

に進みましょう！！！ 

 「国境の長いトンネルを抜けると雪国であった。夜の底が白くなった。信号所に汽車が止まった」 

私の話はここまでです。ご清聴ありがとうございました。 


